
　

南
洋
と
は
南
シ
ナ
海
に
広
が
る
南
方
地
域
で

あ
り
、
こ
の
地
域
に
は
二
〇
〇
〇
万
人
を
超
す

華
人
が
住
ん
で
い
る
。
こ
の
南
洋
に
あ
っ
て
マ

レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
か
つ
て
イ
ギ

リ
ス
植
民
地
支
配
を
受
け
な
が
ら
中
国
に
お
け

る
近
代
文
学
誕
生
と
ほ
ぼ
歩
み
を
同
じ
く
し
て

北
京
語
文
学
の
歴
史
を
刻
ん
で
お
り
、
郁
達
夫

ら
中
国
か
ら
の
「
南
下
文
化
人
」
も
多
く
迎
え

て
き
た
。
両
国
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年

代
に
か
け
て
独
立
し
た
の
ち
も
中
国
語
教
育
は

続
い
て
お
り
、
新シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

加
坡
と
馬マ
レ
ー
シ
ア

来
西
亜
で
栄
え
る

「
新
馬
」
華
語
文
学
に
つ
い
て
は
、
荒
井
茂
夫

「
南
洋
の
北
京
語
文
学
と
日
本
人
の
南
洋
体
験
」

（『
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知　

第
５
巻　

東
ア
ジ
ア
の
文
学
・
言
語
空
間
』
収
録
）
に
詳
し
い
。

　

ち
な
み
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
面
積
は
約
三
三
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
日
本
の
約
〇
・
九
倍
、

二
〇
〇
九
年
現
在
の
人
口
二
八
三
一
万
人
の
う

ち
中
国
系
は
約
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
七
〇
〇
万
人

で
、
残
り
は
マ
レ
ー
系
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

イ
ン
ド
系
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
（http://

w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/m

alaysia/data.
htm

l

）。

　

こ
の
よ
う
な
南
洋
マ
レ
ー
シ
ア
の
青
年
華
人

が
、
五
〇
年
代
末
よ
り
台
湾
の
大
学
や
大
学
院

に
留
学
、
や
が
て
文
学
活
動
を
開
始
し
て
、

今
日
で
は
「
台
湾
馬
華
文
学
」
と
い
う
独
自
の

ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
昨

年
一
一
月
よ
り
翻
訳
刊
行
が
始
ま
っ
た
「
台
湾

熱
帯
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
の
異
色
の
中
国

語
文
学
を
全
四
冊
で
紹
介
す
る
極
め
て
意
欲
的

な
試
み
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
第
一
巻
な
の
で

あ
る
。

　
「
台
湾
熱
帯
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
委
員

会
は
、
日
台
マ
レ
ー
シ
ア
三
地
出
身
の
四
名

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
巻
頭
言
「
刊

行
に
寄
せ
て
」
で
、「
台
湾
熱
帯
文
学
」
の

特
色
を
南
洋
性
（N

anyangness

）
と
中
国
性

（Chineseness

）
と
に
ま
と
め
、
次
の
よ
う
に

指
摘
し
て
い
る
。

　

彼
ら
は
、
生
活
圏
を
台
湾
に
定
め
、
台
湾

に
定
住
・
長
期
滞
在
し
な
が
ら
も
、
そ
の
作

品
の
基
調
は
依
然
と
し
て
南
洋
（
東
南
ア
ジ

ア
）
世
界
に
あ
る
。
南
洋
の
故
郷
に
対
す
る

思
い
や
、
熱
帯
雨
林
を
背
景
と
す
る
生
活
や

歴
史
が
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ

―
南
洋
性
を

醸
成
す
る
一
方
、
台
湾
で
の
生
活
を
と
お
し

て
南
洋
華
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
感
受
す
る
矛

盾
や
衝
突
、
憂
い
や
悲
し
み
と
向
き
合
い
、
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省
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台
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熱
帯
文
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）
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地
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
離
れ
て
、
吉
陵
と
い
う
名

の
架
空
の
閉
鎖
的
な
町
、
す
べ
て
が
強
烈
に

中
国
的
な
も
の
を
象
徴
す
る
町
を
描
い
て
み

せ
た
。

　

第
一
話
「
万
福
巷
に
て
」
は
、
幼
時
に
コ
レ

ラ
で
家
族
を
失
い
、
万
福
巷
の
棺
桶
屋
劉
ば
あ

さ
ん
の
養
女
と
な
り
、
六
、
七
年
後
に
劉
ば
あ

さ
ん
の
息
子
劉
老
実
の
嫁
と
な
っ
た
清
純
な
長

笙
が
、
六
月
一
九
日
観
音
誕
生
日
の
祭
礼
と
昼

酒
と
で
興
奮
し
た
や
く
ざ
者
の
孫
四
房
に
レ
イ

プ
さ
れ
て
自
殺
し
た
た
め
、
夫
の
劉
老
実
が
発

狂
し
て
孫
四
房
の
馴
染
み
の
娼
婦
と
妻
を
殺
害

す
る
ま
で
を
描
く
。
第
二
話
以
下
は
、
長
笙
の

亡
霊
や
劉
老
実
の
影
に
怯
え
て
生
き
る
そ
の
後

の
孫
四
房
配
下
の
四
人
の
元
チ
ン
ピ
ラ
や
、
万

福
巷
の
娼
婦
ら
を
め
ぐ
る
物
語
で
、
白
衣
・
空

門
・
天
荒
・
花
雨
の
各
巻
三
話
、
全
十
二
話
の
因

縁
物
語
が
一
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
展
開
し
、

長
編
小
説
と
し
て
実
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
中

で
万
福
巷
で
の
観
音
祭
は
繰
り
返
し
描
か
れ
、

物
語
の
発
端
で
あ
る
レ
イ
プ
事
件
も
、
次
の
よ

う
な
狂
乱
の
最
中
に
突
発
し
た
の
だ
っ
た
。

　

郁
老
道
士
が
と
つ
ぜ
ん
、
エ
イ
ッ
と
臍
か

故
郷
と
異
郷
の
二
つ
の
極
で
揺
れ
る「
華
裔
」

の
人
生
が
表
現
さ
れ
る
。そ
こ
に
は
華
人（
中

国
人
）
と
し
て
中
国
性
に
憧
憬
を
抱
き
な
が

ら
も
、
中
国
性
（
台
湾
の
祖
国
性
）
に
は
溶

解
さ
れ
え
な
い
南
洋
と
い
う
故
郷
を
志
向
す

る
独
自
の
精
神
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
い
っ
ぽ
う
で
編
集
委
員
の
一
人
で
あ
る

黄
英
哲
は
、
本
書
巻
末
の
「
解
説
」
で
、
作
者

李
永
平
の
経
歴
を
、一
九
四
七
年
マ
レ
ー
シ
ア
・

ボ
ル
ネ
オ
島
生
れ
で
、
高
校
卒
業
後
台
湾
に
渡

り
、六
七
年
台
湾
大
学
外
国
語
文
学
系
に
入
学
、

白
先
勇
、
陳
若
曦
と
と
も
に
雑
誌
『
現
代
文
学
』

を
創
刊
、
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
博
士
号

取
得
後
に
帰
台
し
中
山
大
学
外
国
語
文
学
系
な

ど
で
教
壇
に
立
っ
た
、
と
紹
介
し
た
後
、
本
作

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る｡

　
『
吉
陵
鎮
も
の
が
た
り
（
吉
陵
春
秋
）』
は
、

李
永
平
が
原
郷
を
別
の
次
元
で
語
っ
た
も
の

だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。彼
は
か
つ
て
、

「
吉
陵
」
は
ひ
と
つ
の
象
徴
で
あ
り
、「
春
秋
」

と
は
人
の
褒
貶
の
寓
話
で
あ
る
と
語
っ
た
こ

と
が
あ
る
（
…
…
）。
こ
の
象
徴
と
寓
話
に

満
ち
た
オ
ム
ニ
バ
ス
小
説
で
、
作
者
は
出
身

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
情
報
を
満
載
。
見
本
誌
贈
呈
。

☎
０
３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０
（
東
方
書
店
）

二
〇
一
〇
年
一
月
号
よ
り
『
人
民
中
国
』
デ
ジ
タ
ル

版
をFujisan.co.jp

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

プ
ル
版
の
試
し
読
み
（
無
料
）
も
で
き
ま
す
。

　http://w
w
w
.fujisan.co.jp/m

agazine/1385

　中国発行の日本語月刊総合誌　

       People's China 4月号
人民中国雑誌社　定価 400 円（税込）

［年間購読料 4800 円（税込）］

【
特
集
・
若
芽
が
巨

木
に
―
は
た
ち
に

な
っ
た
中
国
資
本

市
場
】
中
国
資
本
市

場
20
年
の
発
展
変
遷

◆
株
券
は「
神
様
た

ち
」
か
ら
一
億
三
千

万
人
の
投
資
家
に

【
連
載
】
革
命
史
跡

を
訪
ね
る
②
江
西
・

井
岡
山
―
人
民
解
放
軍
揺
籃
の
地
◆
チ
ャ
イ

ナ
・
パ
ワ
ー
を
読
み
解
く
P
a
r
t
Ⅱ
④
新

た
な
日
中
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
構
築
に

向
け
て
◆
中
国
伝
統
の
技
⑦
貴
州
省
黔
東
南

ミ
ャ
オ
族
ト
ン
族
自
治
州
・
蘆
笙
の
音
色
は
母

の
さ
さ
や
き
◆
ア
ー
ト
で
他
者
と
関
わ
る
子
ど

も
た
ち
◆
中
国
青
年
の
「
感
知
日
本
」
の
旅
ほ
か



ら
七
星
剣
を
抜
き
と
っ
た
。
血
が
ほ
と
ば
し

り
、
目
の
前
に
い
た
二
人
の
担
ぎ
手
の
汗
だ

く
の
肩
を
真
っ
赤
に
染
め
た
。
見
て
い
る
う

ち
に
、
道
士
の
干
か
ら
び
た
小
さ
な
体
が
痙

攣
し
、
向
き
を
変
え
て
バ
タ
リ
と
神
輿
の
入

り
口
に
倒
れ
か
か
っ
た
。
ぶ
る
ぶ
る
と
体
を

震
わ
せ
て
い
る
。
満
庭
芳
の
前
に
い
た
二
人

の
若
い
娼
婦
が
ふ
い
に
軒
下
か
ら
抜
け
だ
し

た
。
止
め
る
主
人
の
手
を
振
り
は
ら
い
、
気

で
も
狂
っ
た
か
の
よ
う
に
裸
足
で
路
地
の
真

ん
中
に
立
っ
た
。
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
春
紅

は
、
涙
を
ぬ
ぐ
い
、
手
の
中
の
火
の
つ
い
た

長
い
線
香
を
置
く
と
、
何
も
言
わ
ず
に
ス

カ
ー
ト
の
裾
を
め
く
り
あ
げ
た
。
た
ち
ま
ち

五
、
六
人
の
町
内
の
女
が
路
地
の
真
ん
中
に

飛
び
だ
し
て
、
石
畳
の
道
の
上
に
腹
ば
い
に

な
っ
た
。
先
頭
の
八
人
の
担
ぎ
手
は
重
々
し

い
声
で
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
言
う
と
、
腰

を
曲
げ
、
白
衣
観
音
を
担
い
で
、
ひ
と
足
ひ

と
足
娼
婦
た
ち
の
上
を
踏
ん
で
い
っ
た
。
軒

下
で
神
迎
え
を
見
物
し
て
い
た
人
た
ち
は
、

先
ほ
ど
か
ら
血
走
っ
た
目
を
見
ひ
ら
き
、
声

を
か
ら
し
て
、
快
哉
を
叫
ん
で
い
る
。
爆
竹

に
次
々
と
火
が
点
じ
ら
れ
、
火
花
が
飛
び
、

路
地
の
真
ん
中
か
ら
四
方
へ
散
っ
て
い
っ
た

（
三
九
頁
）
。

　

黄
英
哲
解
説
に
よ
れ
ば
、
本
作
は
「
あ
る
強

姦
事
件
を
中
心
に
展
開
し
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
背

徳
や
そ
の
後
に
降
り
か
か
っ
た
恐
ろ
し
い
」
物

語
で
あ
り
、
そ
の
舞
台
と
な
る
人
口
五
〇
〇
〇

の
小
さ
な
町
、
中
心
部
の
繁
華
な
妓
楼
街
万
福

巷
と
唐
辛
子
作
り
の
周
縁
の
村
か
ら
成
り
立
つ

吉
陵
鎮

―
私
に
は
ア
メ
リ
カ
作
家
フ
ォ
ー
ク

ナ
ー
の
ヨ
ク
ナ
パ
ト
ー
フ
ァ
や
、
現
代
中
国
作

家
莫
言
の
東
北
郷
を
連
想
さ
せ
る

―
に
は
、

作
者
李
永
平
が
他
作
で
描
い
た
故
郷
「
南
洋
の

風
情
」
は
「
ま
っ
た
く
存
在
」
し
な
い
と
い
う
。

確
か
に
男
た
ち
は
夏
の
真
っ
昼
間
か
ら
大
汗
か

い
て
薬
酒
の
五
加
皮
を
飲
み
、
女
た
ち
は
暖
を

取
る
た
め
炭
火
を
掻
き
立
て
て
い
る
。

　

そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、「
頭
に
白
い
布
を
巻
い

た
教
徒
た
ち
」
が
「
教
団
の
乱
」
を
起
こ
し
て

吉
陵
鎮
を
襲
う
な
ど
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
漢
族

と
の
衝
突
を
示
唆
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ

れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
連
想
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
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で
あ
ろ
う
。
第
七
話
「
蛇
の
呪
い
」
に
は
「
一

尺
ば
か
り
の
草
蛇
」
か
ら
「
茶
碗
の
口
ほ
ど
の

太
さ
の
亀
穀
花
」と
い
う
大
蛇
ま
で
が
登
場
し
、

「
南
洋
の
風
情
」
を
掻
き
立
て
て
も
い
る
。
本

作
が
描
く
吉
陵
鎮
と
は
、
南
洋
性
と
中
国
性
と

が
混
淆
す
る
物
語
世
界
で
あ
り
、
私
た
ち
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
激
し
く
揺
る
が
す
の
で
あ

る
。

　

こ
の
混
淆
す
る
物
語
世
界
の
語
り
方
自
体
も

不
定
で
あ
る
。
第
一
話
は
「
見
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
み
ん
な
そ
の
女
の
こ
と
を
き
れ
い
だ
と

言
う
。
だ
が
、
そ
の
時
は
誰
も
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
そ
う
い
う
清
純
な
美
し
さ
は
一
種
の
呪

い
に
も
変
わ
り
う
る
。
長
笙
が
嫁
い
だ
時
は
、

や
っ
と
十
六
歳
だ
っ
た
。」（
一
三
頁
）
と
三
人

称
の
叙
述
だ
が
、「
女
が
な
ぜ
あ
の
棺
桶
屋
の

劉
老
実
に
嫁
い
だ
の
か
、
誰
も
知
ら
な
か
っ
た

ら
し
い
。
何
年
も
た
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
耳
に

し
た
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。」（
同
）
と
感

情
移
入
し
て
語
る
語
り
手
は
、
吉
陵
鎮
の
人
に

違
い
な
か
ろ
う
。
や
が
て
巻
三
天
荒
の
第
一
篇

で
あ
る
第
七
話
「
蛇
の
呪
い
」
は
、「
寒
く
な

る
と
手
持
ち
無
沙
汰
だ
な
。
お
い
靳
老
五
、
炭

火
を
お
こ
そ
う
ぜ
。
高
粱
酒
を
開
け
て
、
蛇
の

話
を
し
て
や
る
よ
。」（
一
五
九
頁
）
と
一
人
称

の
叙
述
と
な
る
。
そ
の
語
り
手
と
は
、
第
九
話

「
荒
城
の
夜
」
の
主
人
公
克
三
で
あ
り
、
聞
き

手
の
靳
老
五
は
学
生
で
、
克
三
の
寄
宿
舎
仲
間

で
あ
る
こ
と
も
こ
の
第
九
話
で
明
ら
か
に
な
る

の
だ
。
そ
し
て
「
蛇
の
呪
い
」
で
は
娼
家
の
お

か
み
羅
四
の
養
女
で
一
四
歳
の
秋
棠
も
脇
役
と

し
て
登
場
す
る
が
、
村
の
可
憐
な
少
女
だ
っ
た

彼
女
が
前
年
に
や
く
ざ
者
に
誘
拐
さ
れ
る
経
緯

は
第
八
話
「
降
り
し
き
る
春
雨
」
で
語
ら
れ
る

―
そ
れ
も
次
の
よ
う
な
意
識
の
流
れ
の
手
法

に
よ
っ
て
。

　
「
行
か
な
い
わ
」

　
「
や
っ
ち
ま
う
ぞ
！
」

　

秋
棠
が
顔
を
上
げ
て
外
を
見
る
と
、
雨
は

確
か
に
弱
ま
っ
て
い
た
。
ど
こ
を
見
て
も
う

ら
寂
し
い
景
色
だ
。
緑
に
萌
え
雨
に
け
ぶ
る

水
田
の
向
こ
う
に
は
、
三
つ
辻
の
井
戸
か
ら

望
む
と
、
山
の
ふ
も
と
の
彼
女
の
家
で
赤
い

瓦
屋
根
の
上
に
か
ま
ど
の
煙
が
の
ぼ
っ
て
い

る
の
が
見
え
た
。
秋
棠
は
肝
が
冷
え
る
の
を

感
じ
た
。
母
さ
ん
は
戸
口
に
手
を
か
け
、
首

を
突
き
だ
し
て
帰
り
を
待
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
遠
く
山
す
そ
に
風
が
起
こ
り
、
村
の

入
口
の
緑
に
茂
る
柳
林
か
ら
、
ザ
ワ
ザ
ワ
と

増
水
し
た
河
の
よ
う
な
音
が
運
ば
れ
て
き

た
。（
二
〇
五
頁
）

　

本
作
は
吉
陵
鎮
と
い
う
架
空
の
町
を
舞
台

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
人
生
を
突
き
動
か
し

て
い
く
情
念
と
論
理
と
運
命
と
を
語
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
レ
イ
プ
さ
れ
自
殺

し
た
長
笙
と
レ
イ
プ
犯
孫
四
房
の
内
面
は
、

い
っ
さ
い
語
ら
れ
な
い
。
亡
霊
と
し
て
や
く
ざ

者
と
し
て
共
に
恐
れ
ら
れ
る
両
者
は
、
混
沌
と

し
た
万
福
巷
の
聖
と
俗
と
の
象
徴
な
の
で
あ
ろ

う
か
。　
　
（
ふ
じ
い
・
し
ょ
う
ぞ
う　

東
京
大
学
）
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第
18
回
研
究
会

▼
3
月
26
日
㈯
12
時
半
～
（
12
時
受
付
開
始
）
▼

一
橋
大
学
（
東
京
都
国
立
市
中
2-

1
）
東
キ
ャ

ン
パ
ス
東
1
号
館
1
3
0
4
▼
申
込
不
要
・
参

加
費
無
料
【
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
】「
中
国
語
を
母

語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
が
選
択
す
る
動
詞
の

格
助
詞
」
岡
田
美
穂
（
九
州
大
学
大
学
院
）
ほ
か

▼
16
時
35
分
～
17
時
総
会
（
終
了
後
懇
親
会
あ

り
）
▼
お
問
合
せ
：
事
務
局
（
庵
功
雄 isaoiori@

courante.plala.or.jp 

）


